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国税局　年頭あいさつ

　平成31年の年頭に当たり、公益社団法人伊勢法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、平素から税務行政につきまして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の管内の経済情勢を振り返りますと、個人消費は回復傾向にあり、生産活動、住宅建設の増加
により緩やかではありますが拡大しております。
　さらに、経済以外の面に目を向けましても、平昌五輪では愛知県出身の宇野昌磨選手の銀メダルをはじめ、
日本としても冬季五輪史上最多記録を更新する13個のメダルを獲得し、2020年東京夏季五輪への弾みとな
りました。
　また、静岡県とゆかりのある本庶佑氏が、新しいがん治療薬の開発などに貢献したとして、ノーベル医学・
生理学を受賞するという大変喜ばしい出来事もありました。
　このような中で新しく迎える年が、会員企業の皆様にとって希望の多い充実した年となりますことを祈念
いたしますとともに、貴法人会が引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員企業と地域社会の発展に一層
の貢献をされますことを御期待申し上げます。
　ところで、税務行政を取り巻く環境は、経済活動の国際化・ＩＣＴ化の著しい進展とともに、制度改正が
行われるなど、大きく変化しております。
　この変化に対して、国税当局といたしましては、ＩＣＴやマイナンバーの活用による納税者の皆様の利便
性の向上と、税務署の内部事務等の集中処理などの事務運営の最適化を通じて、税務行政のスマート化を目
指すことにより、納税者の皆様の信頼の確保に努めるとともに、納税者の皆様が自発的に納税義務を履行し
ていただけるよう税務コンプライアンスの向上に取り組む必要があると考えております。
　貴法人会におかれましても、各企業の内部統制面や会計経理面の質的向上に向けて、「自主点検チェック
シート」及び「自主点検ガイドブック」を作成し、これを会員企業のみならず一般企業にも配布する取組を
実施しておられます。
　この取組は、納税者全体の税務コンプライアンスの維持・向上に資するものであり、国税庁の使命にも合
致することから、更なる普及に向けて後押しをさせていただくこととしておりますので、今後も積極的な取
組をお願いいたします。
　また、本年10月１日から社会保障の充実・安定化を図るため、消費税及び地方消費税の税率が８％から
10％に引き上げられると同時に、消費税の軽減税率制度が実施されます。
　国税当局といたしましては、納税者の皆様に制度を理解していただくとともに導入に向けた準備を進めて
いただき、自ら適正な申告・納税が行えるよう法人会の皆様に説明会の開催等で御協力いただきながら、着
実な周知・広報に努めているところです。引き続き、円滑な実施に向けて取り組んでまいりますので、さら
なる御協力をよろしくお願いいたします。
　重ねてｅ－Tax やマイナンバーの普及・定着に多大な御尽力をいただいており、厚く御礼を申し上げま
すとともに、今後とも変わらぬ御支援・御協力を賜りますようお願いいたします。
　最後になりますが、公益社団法人伊勢法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業のますま
すの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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